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也

f車

主:

立
志
博
中
の
皐
者暗士

野

鹿

ヨた

永
井
柳
太
郎
氏
と
語
る
。

昨
秋
予
は
東
京
で
、
水
井
氏
を
訪
ね
、
久
振
り
で
京
都
D
母
校

御
来
訪
の
約
束
を
し
た
時
、
氏
は
京
都
で
是
非
商
曾
し
た
い
奮

友
D
名
を
列
事
せ
ち
れ
た
が
、
そ
の
随
一
に
博
士
山
名
を
皐
げ

ら
れ
た
。
そ
れ
は
博
士
。
植
民
政
策
事
者
と
し
て
多
年
白
治
訪

の
深
曹
に
敬
意
を
表
さ
れ
て
白

E
と
で
あ
っ
た
。
日
く
博
士
は

京
都
に
於
て
、
予
は
東
京
に
於
て
多
年
同
一
講
座
主
捨
話
し
て

来
た
の
で
あ
る
か
ら
、
何
時
か
ら
か
一
度
懇
談
の
機
舎
を
得
度

と
望
ん
で
居
た
。
若
し
己
の
際
そ
の
宿
墜
を
充
す
を
得
ば
辛
苦

で
あ
る
と
。
不
幸
に
し
て
元
拓
相
む
己
白
宿
望
-
は
遂
に
果
た
さ

れ
宇
、
今
と

D
痛
恨
事
を
見
る
に
至
う
た
。
定
め
し
一
花
拓
相
は

今
岡
博
士
の
長
逝
を
聞
き
て
慌
然
た
ら
3
i
A
こ
と
で
あ
ら
う
。

博
士
が
植
民
政
策
皐
の
樺
成
者
た
る
己
と
は
、
一
五
拓
相
た
り
し

永
井
氏
の
こ
D
談
庁
に
依
り
て
も
、
そ
の
一
班
を
察
す
る
こ
と

が
能
る
の
で
た
い
か
。

第
五
十
二
審

第
六
披

九
六

七一
=
A

少
年
時
代
の
憶
ひ
出
で
。

博
士
と
予
と
は
数
年
の
差
を
以
て
、
戸
籍
の
上
か
ら
云
へ
ば

予
の
方
が
兄
と
云
ふ
と
と
に
た
つ
で
あ
る
。
予
は
博
士
白
少
年

時
代
に
、
賢
母
の
苦
心
の
許
で
非
常
た
る
奮
闘
を
せ
ら
れ
つ

L

在
っ
た
己
と
を
目
撃
し
て
居
る
。
博
士
の
苦
闘
苧
は
さ
る
こ
と
乍

ら
、
母
君
が
数
名
の
子
女
の
教
育
の
潟
に
、
高
事
を
抱
っ
て
精

進
せ
ら
れ
て
居
た
姿
は
、

涙
な
し
に
は
語
ら
れ
註
い
の
で
あ

る
。
母
君
の
と
白
努
力
な
し
に
は
、
樽
士
と
そ
の
姉
妹
の
今
円

は
得
ら
れ
泣
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
母
君
と
そ
山
木
一
生
中
興
の
組

と
も
稿
す
べ
き
で
あ
る
。
博
士
の
生
涯
は
率
的
沓
闘
の
立
志
美

談
で
あ
る
と
共
に
、
共
の
蔭
に
は
母
君
が
目
に
見
え
血
底
で
、

夜
を
日
に
つ
い
で
賢
母
美
談
を
綴
ら
れ
て
在
ら
れ
た
と
と
を
忘

れ
で
は
た
ら
血
。
之
れ
と
共
に
母
君
を
後
援
せ
ら
れ
た
故
ゴ
ル

ド
ン
博
士
と
同
夫
人
及
び
博
士
に
同
情
せ
ら
れ
た
故
デ
ピ
ス
博

士
の
厚
意
を
設
へ
中
に
は
居
ら
れ
ね
。
博
士
が
聞
申
業
の
傍
ら
デ

ピ
ス
博
士
著
新
島
義
党
生
侍
を
繍
誇
せ
ら
れ
た
己
と
は
、
同
人

等
の
悉
知
ず
る
庭
で
あ
る
が
、
営
時
主
だ
若
か
り
し
博
士
に
此

皐
あ
り
し
は
、
デ
博
士
の
一
と
通
り
た
ら
血
用
意
の
存
せ
し
を



想
ふ
に
足
る
。

信
念
一
貫
五
十
年
問
。
、

博
士
が
訂
躍
の
精
神
止
み
難
く
、
笈
を
負
ム
て
入
洛
、
我
同

志
一
舵
に
皐
ば
れ
た
る
は
、
明
治
二
十
五
年
秋
で
、
博
士
は
営
時

十
九
歳
で
あ
っ
た
。
向
上
芯
吐
に
入
校
せ
ら
る
ミ
や
否
や
、
直
に

基
督
教
を
信
じ
て
受
洗
、
信
者
と
な
ら
れ
た
。
と
れ
は
母
君
の

感
化
の
然
ら
し
む
る
庭
で
あ
る
が
、
同
時
に
博
土

ω法
眼
の
非

凡
な
る
を
察
す
る
に
足
る
。
一
λ
一
黒
白
性
格
が
博
七
を
駆
り
て

己
の
果
断
な
る
信
仰
生
活
を
取
ら
し
め
た
と
同
時
に
、
日
民
而
同

な
る
信
念
が
博
士
の
性
格
を
し
て
一
唐
凡
張
問
左
ら
し
む
る
に

至
っ
た
己
と
を
認
め
や
に
は
居
ら
れ
ぬ
。
世
人
が
閥
て
以
て
潔

癖
と
も
評
す
る
程
に
、
清
廉
に
し
て
峻
一
巌
で
あ
り
、
所
信
に
謝

し
て
は
何
人
を
も
又
何
事
を
も
偲
併
せ
た
か
っ
た
態
度
は
、
淘

に
敬
服
に
堪
〈
ね
底
で
あ
る
。
何
と
た
れ
ば
博
士
の
モ
白
態
肢

は
雷
に
他
に
封
し
て
の
み
紅
ら
や
、
自
ら
持
す
る
乙
と
も
又
た

自
ら
律
す
る
と
と
も
、

E
K
そ
り
通
り
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
少
年
以
来
終
始
一
貫
せ
る
博
士
の
立
志
美
談
は
、
寅
に
己

の
信
仰
の
源
泉
よ
り
逝
り
向
で
た
の
で
あ
る
。

遁

憶

丈

時
代
の
先
駆
者
。

博
士
を
し
て
夙
に
植
民
政
策
に
着
限
せ
し
め
た
も
の
は
如
何

な
る
動
機
で
あ
っ
た
か
は
、
予
の
聞
き
及
ば
な
か
っ
た
庭
で
あ

る
。
し
か
し
博
士
が
若
く

L
て
基
替
殺
を
信
じ
、
宣
毅
師
等
と

接
鯛
し
新
島
譲
先
生
の
停
需
に
親
し
ま
れ
た
と
と
が
、
博
士
を

し
て
海
外
雄
飛
に
若
眼
ず
る
機
縁
と
在
っ
た
こ
と
は
、
察
す
る

に
飴
り
あ
る
。
樽
士
は
欧
米
漫
遊
三
岡
.
支
那
腕
察
五
岡
、
南
洋

方
一
向
閥
察
等
、
モ
の
足
跡
は
殆
ん
ど
金
地
に
及
ん
で
あ
っ
た
。

開
宇
殖
塑
官
に
し
て
見
聞
廃
〈
、
信
や
る
庖
篤
く
し
て
偏
す
る

と
と
た
く
、
加
ふ
る
に
博
覧
強
記
の
天
棄
を
以
て
し
植
民
政
策

出
畢
者
と
し
て
は
、
寅
陀
好
仰
の
賓
格
と
像
件
と
を
具
備
せ
ら
れ

て
居
た
。
今
や
大
東
市
共
模
閤
白
岡
是
は
定
ま
り
、
四
方
終
皆

の
開
策
遂
行
、
焦
眉
白
念
を
告
ぐ
る
E
際
L
、
博
『
工
年
来
の
抱

負
迭
に
聞
く
と
と
を
得
ぎ
る
に
至
り
し
こ
と
は
、
何
た
る
遺
憾

事
な
る
か
。

同
士
山
枇
と
の
闘
係
。

博
F1
が
母
校
に
封
し
て
い
か
に
忠
賃
た
る
校
友
で
あ
っ
た
か

は
左
D
去
を
見
て
も
明
か
で
あ
る
。

第
五
十
二
容

七
一
一
一
九

第
六
掠

九

七



長且

憶

文

同大
IE 

七
年
七
月

五E

事
(
校
友
選
出
)

十
年
四
月

同

f百j

J

昭
和

同

九
年
四
月

同

評

議

員

(

十
三
年
四
月

同

同

己
凸
外
に
同
志
枇
校
友
舎
に
は
品
目
て
第
十
一
代
の
合
長
の
位
地

を
遁
ぺ
て
同
士
山
と
後
進
。
指
導
に
嘗
た
ら
れ
て
居
た
り
で
あ

を
占
め
、
現
に
顧
問
の
任
に
在
ら
れ
、
常
に
侭
々
誇
々
。
議
論

る
。
何
ー
と
一
五
つ
で
も
博
士
の
特
色
は
、
所
信
に
忠
貨
で
、

J
4
論

有
も
せ
宇
、
高
〈
白
ら
標
世
せ
ら
る
誌
と
と
で
あ
っ
た
。




